
賀寿の種類と基礎知識 

賀寿の種類 年齢（数え年） イメージカラー 解説 

還 暦
かんれき

 61歳 赤色 
十干十二支の組み合わせで暦を数えると、干支は 60 年で一巡し、数え年 61歳で生まれた年と同じ干支に還るため、「還暦」

といわれるようになりました。 

緑 寿
ろくじゅ

 66歳 緑色 
昔からある賀寿とは異なり、日本百貨店協会が平成 14 年に新しい賀寿として提唱。緑緑（ろくろく）という語呂合わせから緑が

祝いの色となっています。 

古稀
こき

 70歳 藍色 
中国の唐時代の詩人、杜甫の「人生七十古来稀なり」（70歳まで生きる人は古来、珍しく希少である）という詩の一節に由来し

ています。 

喜寿
きじゅ

 77歳 黄色 「喜」という字の草書体が七を 3つ重ねた形になり、「七十七」と読めることに由来しています。 

傘 寿
さんじゅ

 80歳 オレンジ 「傘」の略字が八と十を重ねた形になり、「八十」と読めることに由来しています。 

米 寿
べいじゅ

 88歳 ベージュ 「米」の字を崩すと「八十八」と読めることに由来しています。 

卒 寿
そつじゅ

 90歳 紫色 「卒」の略字である「卆」が「九十」と読めることに由来しています。 

白 寿
はくじゅ

 99歳 白 「百」から「一」を引くと「白」となることに由来しているとされています。 

紀 寿 ・ 百 寿
きじゅ・ももじゅ

 100歳  
100歳のお祝いは一般的に百寿と呼ばれますが、ほかにも 1世紀が 100年であることに由来して「紀寿（きじゅ）」と呼ばれる

こともあります。 

このほかにも、数え年 100歳を超えた長寿祝いとしては、数え年 108歳の「 茶 寿
ちゃじゅ

」、数え年 111歳の「 皇 寿
こうじゅ

」などがあります。 

 


